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Abstract
"International trade theory" is newly offered from this year. In or-

der to contribute to the lecture content, it was reviewing the con-
tents of the lecture syllabus of international trade theory of each
National University. In many of the university, as an international
trade theory, he had lectured on trade theory and trade policy.
As for the International Economic Law, examined similarly lec-

tures, was analyzed, it was found that lectures centered on WTO
agreements.
Based on these results, we are working to enhance the lecture in

Nagasaki University.

Keywords : International economics, trade theory, trade policies,
trade system
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１ 長崎大学経済学部では「国際経済学」との４単位科目が昨年度まで開講されてい
たが，国際金融論を対象としていたため，国際貿易論としての講義実績はない。な
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はじめに

2016年度に長崎大学経済学部において，学部３年生及び４年生を対象とし

た，経済学等の基礎との位置づけのコース科目のひとつである「国際経済学

Ⅰ」として国際貿易論の講義を新たに担当することとなった1,2。このため，



132 経 営 と 経 済

お，本年度より，国際経済学Ⅰと国際経済学Ⅱに分割されている。
２ 本稿では，国際経済学は，国際貿易論及び国際金融論から構成されるものと整理

している。

表１ 国際経済学等の開講状況（単位：校数）

（注）隔年開講，講義担当者未定，本年度の講義シラバスがホームページに未掲載の
場合については，「不明」に計上している。

100%10%4%17%56%13%割合

4852827６大学数

計不明国際金融
論のみ

国際貿易
論のみ

国際貿易
論と国際
金融論の
両方

科目なし

科目あり

講義内容を検討するにあたり参考に資するために，文科系学部が設置されて

いる国立大学48校（長崎大学を除く。）における2016年度講義シラバスを基

に，国際貿易論を中心とする国際経済学に係る講義内容の調査・検討を行っ

たところ，概要，以下のとおりであった。

１．国際経済学の講義内容

調査した48校のうち37校で「国際経済学」，「国際経済論」，「国際経済」（以

下，「国際経済学等」という。）といった国際経済に関する科目を開講してい

た（表１参照）。国際経済等に関する科目を開講していないのは，文科系学

部であっても人文学部，地域学部等といった経済学の専門教育を行っていな

い大学であった。

従って，経済学の専門教育を行っている国立大学においては，一般的に国

際経済学等の科目を開講していることとなる。なお，国際経済学のうち，国

際貿易論のみを対象としている大学が６校，国際金融論のみを対象としてい

る大学が２校あり，いずれも経済学部又は経済学科等が設置されている経済

学の専門教育を行っている大学である。
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表２ 国際貿易論の関連科目の内容（単位：大学数，科目数，％）

（注）複数科目を開講している大学については，基礎科目の内容に応じて計上してい
る。

100％3％8％13％63％15％割合
40135256科目数
35114236大学数

計
国際経
済史の
み

貿易政策
のみ

貿易理論
のみ

貿易理論
と貿易政
策の両方

概論のみ

３ 本稿では，国際貿易論は，貿易理論及び貿易政策から構成されるものと整理して
いる。

次に，国際経済学のうち，国際貿易論を内容とする科目を開講している35

校では，本年度は40科目が開講している（表２参照）ことがわかった。この

うち，６校６科目については，国際経済全般を対象とする概論科目であり，

いずれも「国際経済論」との科目名となっている。また，国際経済史を内容

とする科目が１校１科目あった。

２．国際貿易論の講義内容

国際貿易論3のうち，貿易理論又は貿易政策を内容としているのは，28校33

科目であった。このうち，国際貿易論全体を対象とした基礎科目に加えて，

講義内容を一般均衡モデルの分析等に特化する等，応用的な内容を対象とし

ている科目も設定して重層的なカリキュラム体系としている大学・科目が，

５校10科目あった。これらの応用科目については，外国人教員が英語で講義

を行っている大学もあった。これらの応用科目のある５校のうち，４校は経

済学部を設置している大学で，１校は経済学部ではないが経済学に関する学

科を設置して，経済学の専門教育を行っている国立大学であった。

以上より，貿易理論又は貿易政策を内容としている科目の設定状況につい
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表３ 国際貿易論の科目設定状況（単位：科目数，％）

（注）１．国際貿易論Ⅰ（２単位）と国際貿易論Ⅱ（２単位）といった場合は，「４
単位科目」として計上している。

２．（ ）は国際貿易論に加えて国際金融論も対象としている科目数である。
３．応用科目５科目は除いている。

100％4％14％82％割 合
28（5）1423（5）科目数
12（2）－－12（2）４単位科目
16（3）1411（3）２単位科目

計貿易政策のみ貿易理論のみ
国際貿易論
と国際金融
論の両方

てまとめると（表３参照），国際貿易論に関する科目を開講している大学の

８割超が貿易理論と貿易政策の両方を幅広くカバーしており，次いで貿易理

論を中心としている大学が多く，貿易政策のみを対象としている大学は限定

的であった。

次に，国際貿易論に関する28科目における，貿易理論と貿易政策の具体的

内容についてみると（図１参照），単位数が増えるに従って対象分野が幅広

くなる傾向がみてとれる。１単位科目の場合は，貿易理論のうち，標準モデ

ルや分析は対象とされておらず，産業内貿易や貿易制度も限られている。一

方，４単位科目については，基礎理論の比率が減り，産業内貿易，国際要素

移動，標準モデルといった分野が増加している。２単位科目の場合は，基礎

理論と貿易制度の比重が高くなっている。

従って，長崎大学のように２単位科目の場合には，基礎理論と貿易制度を

中心として，講義担当者の専門分野，学生の履修状況等を踏まえた講義計画

が立てられているものと推測される。



経済のグローバル化が進展する中での国際貿易論に係る教育の現状 135

図１ 国際貿易論に関する講義内容（単位：％）

（注）１．国際貿易論に関する28科目について，複数該当の場合は，各々に計上して
いる。

２．国際貿易論と国際金融論と合せて２単位科目の場合は「１単位」として，
同様に４単位科目の場合は「２単位」として計上している。

３．国際貿易論の教材

国際貿易論に関する科目のうち，使用されている教科書または参考書の

具体的な書名が講義シラバスに記載されているのは24科目であった。このう

ち，14科目では教科書を指定しており，採用数が多い順に，クルーグマン著

「国際経済学 理論と政策 上 貿易編」（丸善出版），阿部他著「国際経済

学」（有斐閣）であった。また，教材は講義担当教員が資料を配布するとし

ている科目も多かった。参考書も含めて講義シラバスに掲げられている主な

教材は，表４のとおりである。
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表４ 国際貿易論に関する教科書・参考書

（注）１．講義シラバスに書名を記載していたのは34科目で，複数の科目で採用され
ているもののみを対象としている。

２．（ ）内は，教科書として指定されている科目数で，うち数である。

2（1）2004新世社基礎コース国際経済学澤田

2（2）2013
ミネルヴァ

書房
国際経済学 国際貿易編中西

22014
東洋経済
新報社

マンキュー入門経済学
（第２版）

マンキュー

2（1）2003
日本経済新聞

出版社
国際経済学入門
①国際貿易編

ケイブズ他

22014Worth Pub
International Economics
（3 rd Edition）

Feenstra /
Taylor

3（1）2009
日本経済新聞

出版社
国際経済学入門（第２版）浦田

3（1）2010新世社コンパクト国際経済学多和田

32005
日本経済新聞

出版社
ゼミナール国際経済入門
（改定第３版）

伊藤

3（1）2015新世社
コア・テキスト国際経済学
（第２版）

大川

52009岩波書店
国際経済学 第３版
（現代経済学入門）

若杉

7（3）2012有斐閣国際経済学（有斐閣アルマ）阿部，遠藤

82013有斐閣
国際経済学をつかむ
（第２版）

石川，椋，菊地

13（4）2014丸善出版
クルーグマンの国際経済学
理論と政策 上 貿易編

クルーグマン他

科目数出版年出版社署 名著 者

４．2016年度講義内容の検討

以上の各国立大学における国際貿易論の講義内容を踏まえて，長崎大学

経済学部における「国際経済学Ⅰ」の講義内容の検討を行った。

長崎大学経済学部の場合，経済学の基礎である「ミクロ経済学Ⅰ」と「マ
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クロ経済学Ⅰ」は学部１年次で，「ミクロ経済学Ⅱ」と「マクロ経済学Ⅱ」

は２年次から履修することとされていることから，３年次以降を対象とする

本講義においては，履修者は経済学の基礎を既に修得していることとなり，

国際貿易論に係る内容のみ対象とすれば足りることとなる。また，他に国際

貿易論に関する科目は開講していないことから，国際貿易論に関する基礎理

論の理解・基礎知識付与をまずは対象とすることとした。

講義内容としては，

① 貿易概況

② 貿易の基礎理論

③ 貿易政策・制度

④ 国際経済の論点

の４つのグループで構成することとした。

貿易概況については，履修生には，まず，日本の貿易実態，世界の貿易実

態に加えて，九州，長崎における貿易実態を概観することを考えている。モ

ノの貿易については貿易統計，サービスの貿易については国際収支統計の

データベースを実際に活用して，貿易動向を履修生自身が分析を行うことに

より問題意識を持たせることが重要であると考えている。

貿易の基礎理論については，講義回数が限られていることから，図１に示

した他大学での２単位科目としての講義内容を踏まえると，基礎理論を中心

とすることとし，産業内貿易，標準モデル，国際要素移動については，論点

の紹介にとどめざるを得ないものと考えた。

貿易政策・制度については，関税政策の基礎を中心とすることとし，関税

の役割，関税政策，貿易救済等の貿易政策の基礎的内容を対象と考えている。

また，世界貿易機関（WTO）と環太平洋パートナーシップ協定（TPP）を

はじめとする地域貿易協定（RTA）の各々の制度を説明し，WTOと RTA

の相違点を理解できるようにしたい。

国際経済の論点については，WTOのドーハ・ラウンドが進展していない
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４ 小樽商科大学講義シラバス参照。

なか，TPP等のメガ FTAが進展していること，従来のモノ・サービスの貿

易に加えて電子商取引についてどのように考えるのか，といった国際経済の

論点を説明し，履修生の今後の参考に資することを考えている。

一方，このような講義内に応じた適切な教科書となるべき書籍はないこと

から，教科書は指定せずに，講義資料は講義担当者が作成して配布すること

とし，参考書として，各大学で多く採用されている

・クルーグマン他（2014）『クルーグマンの国際経済学 理論と政策 上

貿易編』丸善出版

・ケイブス他（2003）『国際経済学入門 ①国際貿易編』日本経済新聞出

版社

・石川他（2013）『国際経済学をつかむ（第２版）』有斐閣

・阿部他（2012）『有斐閣アルマ 国際経済学』有斐閣

を履修生に紹介することとした。

５．他の国際関係科目

また，各大学の講義シラバスを調べているなかで，法学部以外の経済学

部等の専門科目としてで「国際経済法」を開講している大学がいくつかあっ

た。

長崎大学経済学部では，2016年度後期に，自由専門科目として「国際経済

法」を新規に開講することから，講義内容の検討の参考とするために，上述

の国際貿易論と同様に国際経済法について各大学の講義シラバスを調査した

ところ，法学部以外では，５大学の経済学部等で「国際経済法」を開講して

いた。

国際貿易論等の科目との関係としては，「「国際経済学」や「国際貿易理論」

で扱われた事項を法的側面から見てみたい方……等の受講を歓迎します。」4
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表５ 国際経済法に関する教科書・参考書

（注）（ ）内は，教科書として指定されている科目数で，うち数である。

1（1）2016法律文化社WTO・FTA 法入門小林他

1（1）2010三省堂
WTO 法 実務・ケース・政
策（第２版）

滝川

12006弘文堂
WTO ガイドブック
（第２版）

田村

22009有斐閣ケースブック WTO 法松下他
2（1）2012有斐閣国際経済法（第２版）中川他

科目数出版年出版社署 名著 者

といった記述があった。

講義内容としては，全ての科目が，ガット／WTO法を中心としており，

これに加えて，競争法（２大学），IMF協定等の国際金融（２大学），投資

協定（１大学），知的所有権に係る協定（１大学）についても講義内容に含

められている。なお，TPP等の RTAについては，各大学ともWTO法の中

で講義が行われており，環境法についても同様である。

各大学の講義シラバスに記載されている教科書，参考書は，いずれもWTO

協定を対象としているものである（表５参照）。

以上を踏まえると，長崎大学経済学部における「国際経済法」の講義にお

いては，WTO協定を中心とした講義を行うこととし，国際貿易の基本ルー

ルである最恵国待遇の原則と内国民待遇の原則を説明した上で，物品及び

サービスの貿易における市場アクセスの改善及び貿易ルールの概要を説明す

る等，多角的貿易体制の基礎を，まず説明することとした。その上で，TPP

等の RTAの概要及び法的意味を説明することにより，国際ニュースの概要

を履修生が理解できるようにしたいと考えている。また，講義時間の余裕が

あれば，知的財産権や環境保護等を巡る貿易ルールの現状のトピックスにつ

いても触れることとしたい。
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おわりに

経済のグローバル化が進展するなか，貿易立国である日本としては，今

後も，世界貿易の拡大をはじめ，世界経済の成長をけん引していく必要があ

る。こうした中，経済学部生として，国際貿易論の基礎知識は必要不可欠の

ものであろう。また，グローバル人材の育成が急務となっている中，グロー

バル経済のルールである国際経済法の知識も必要である。今回調査した各大

学の講義内容を踏まえて，充実した講義を行っていきたい。

また，長崎は，江戸時代の鎖国政策のため，日本で唯一の貿易港であった

との歴史的経緯から，外国貿易に馴染みの深い地である。このような背景か

らも，国際貿易論に関する教育に今後とも力を入れていくべきと考える次第

である。
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（附録１）「国際貿易論」関係授業シラバスの参照先URL一覧

https : //risyu.saitama-u.ac.jp/Portal/Public/
Syllabus/DetailMain.aspx?lct_year=2016&lct_
cd=A 03100&je_cd=1

2国際経済論埼玉大学

https : //www.kyomu-sys.gunma-u.ac.jp/Por-
tal/Public/Syllabus/DetailMain.aspx?lct_year
=2016&lct_cd=SB 9112&je_cd=1

2国際経済学群馬大学

－宇都宮大学

隔年開講2国際貿易論筑波大学

－茨城大学

＜関東・甲信越地区＞

http : //livecampus.adb.fukushima-u.ac.jp/syl-
labus 2 / syllabusReferenceContentsInit. do ;
jsessionid=E 8 A 4 EF 6 B 1 C 757 D 465 EFF
4 D 0696 A 9 A 2 B 4. kmap 3 ? subjectId =
044340104954&formatCode=1&rowIndex=1&
jikanwariSchoolYear=2016

2国際経済学福島大学

http : //www.yamagata-u.ac.jp/gakumu/sylla-
bus/2016/1 sylla.htm2国際経済論（後期）

山形大学
http : //www.yamagata-u.ac.jp/gakumu/sylla-
bus/2016/1 sylla.htm2国際経済論（前期）

https : //gsw.cis.akita-u.ac.jp/portal/slbssbdr.
do?value(risyunen)=2016&value(semekikn)=1
&value(kougicd)=62129000&value(crclumcd)=

2国際経済論秋田大学

http : //www.econ.tohoku.ac.jp/econ/econlo-
cal/syllabus/syllabus_gakubu 20160509.pdf4国際経済東北大学

http : //ia.iwate-u.ac.jp/i_index.htm2国際経済論 B
岩手大学

http : //ia.iwate-u.ac.jp/i_index.htm2国際経済論 A

http : //db.jm.hirosaki-u.ac.jp/cybouz/db.exe?
page=DBRecordPrint&did=2525&fvid=all&
rid=136&ct=&title=%90 l%95% B 6%8 Aw%
95%94&DBFont=14&RFont=11&print=1&
mod=1&printType=0

2国際経済Ⅱ

弘前大学

http : //db.jm.hirosaki-u.ac.jp/cybouz/db.exe?
page=DBRecordPrint&did=2525&fvid=all&
rid=135&ct=&title=%90 l%95% B 6%8 Aw%
95%94&DBFont=14&RFont=11&print=1&
mod=1&printType=0

2国際経済Ⅰ

http : //www.otaru-uc.ac.jp/hkyomu 1/kyomu
_site/syllabus 2016/01/01_1200200_ja_JP.html2国際経済学小樽商科大学

http : / / syllabus 01. academic. hokudai. ac. jp /
Syllabi/Public/Syllabus/SylDetail.aspx? lang-
Mode=1

4国際経済学北海道大学

＜北海道・東北地区＞

授業シラバスの URL
単
位
数

科目名大学名

附 録
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https : //koan.osaka-u.ac.jp/syllabus_ex/cam-
pus?view=view. syllabus. ex. refer.kamokunm.
search & func = function. syllabus. ex. refer &
nendo=2016&j_s_cd=2301&j_cd=231052&
langkbn=j&langflg=1

2国際貿易２

大阪大学

https : //koan.osaka-u.ac.jp/syllabus_ex/cam-
pus?view=view. syllabus. ex. refer.kamokunm.
search & func = function. syllabus. ex. refer &
nendo=2016&j_s_cd=2301&j_cd=231051&
langkbn=j&langflg=1

2国際貿易１

https : //ocw.kyoto-u.ac.jp/syllabuses/104/3/
62160002国際貿易政策京都大学

－滋賀大学

https : //syllabus.mie-u.ac.jp/?action=display&
id=27724国際経済論三重大学

http : //www.soec.nagoya-u.ac.jp/htm/under_
gr/2016/2_2016 UG_syllabus.pdf2国際経済特論

名古屋大学
http : //www.soec.nagoya-u.ac.jp/htm/under_
gr/2016/2_2016 UG_syllabus.pdf2国際経済

本年度シラバス未掲載2国際経済学Ⅱ
静岡大学

本年度シラバス未掲載2国際経済学Ⅰ
－岐阜大学
－福井大学

https : //sab.adm.kanazawa-u.ac.jp/search/de-
tail/detail_print.asp?key_number=165196642
&kensaku_type 1=all

2国際貿易論金沢大学

http : //syllabus.adm.u-toyama.ac.jp/syllabus/4国際経済学富山大学

＜東海・北陸・近畿地区＞

担当者未定のためシラバス未掲載4国際経済の理論信州大学

隔年開講2国際経済学山梨大学

http : //syllabus.niigata-u.ac.jp/syllabus 2/syl-
labusReferenceContentsInit. do ; jsessionid =
DAE 0 E 533049093 A 8 B 727 C 1 B 90 B 2 FD
94 E. kmap 4 ? subjectID= 201600109726& for-
matCode = 1 & rowIndex = 0 & jikan-
wariSchoolYear=2016

2国際貿易論Ⅰ新潟大学

https : //risyu.jmk.ynu.ac.jp/gakumu_portal/
Public/Syllabus/DetailMain. aspx? lct_year=
2016&lct_cd=2003015&je_cd=1

4国際貿易政策
横浜国立大学

https : //risyu.jmk.ynu.ac.jp/gakumu_portal/
Public/Syllabus/DetailMain. aspx? lct_year=
2016&lct_cd=2003020&je_cd=1

4国際経済学

https : //mercas.hit-u.ac.jp/University/Web/
UniversityPortal/Syllabus/WFS 02030. aspx?
target=_blank&UID=guest

4国際経済学一橋大学

http : //catalog.he.u-tokyo.ac.jp/ug-detail?code
=0702211&year=2016&x=16&y=102国際貿易東京大学

https : / / cup. chiba - u. jp / campusweb / cam-
pussquare.do?_flowExecutionKey=_c 951607
C 5-DC 0 C-0034-CE 1 C-BE 93 AE 7 D 127 C_
kDA 0 CF 945-C 002-BB 93-6 CC 9-C 92 EA
45395 A 6

2国際経済論Ⅰ千葉大学
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http : //syllabus.kumamoto-u.ac.jp/pub/sylla-
bus.html?locale=ja&nendo=2016&jikanwari_
shozokucd=07&jikanwaricd=20375&nendoS=
2016 & jikanwari _ shozokucdS = & kaikoS = &
kamokuS=国 際 経 済&jikanwaricdS=&tanto_
kyoinS=&keywordS=& limitS=100&genzai-
PageS=0
http : //www.ec.oita-u.ac.jp/gakumu/gakubu/
syllabus/02.pdf

2国際経済論熊本大学

http : //syllabus.sc.admin.saga-u.ac.jp/ext_syl-
labus/syllabusReferenceContentsInit.do ; jses-
sionid=8 Ht 4 CicUtXNrWfsA 1 ydluaLd.kmap
2?subjectId=026100212849&formatCode=1&
rowIndex=9&jikanwariSchoolYear=2016

2国際経済学佐賀大学

本年度シラバス未掲載2国際経済学九州大学

＜九州・沖縄地区＞

http : //www-kulas.jimu.kochi-u.ac.jp/Portal/
Public/Syllabus/Syllabus/DetailMain.aspx?lct
_year=2016&lct_cd=22005

2国際経済論高知大学

https : //campus.ehime-u.ac.jp/Portal/Public/
Syllabus/DetailMain.aspx2国際貿易論愛媛大学

－香川大学

https : //eweb 91.stud.tokushima-u.ac.jp/Por-
tal/Public/Syllabus/Print.aspx?lct_year=2016
&lct_cd=1037619&je_cd=1

2国際経済学Ⅱ
徳島大学

https : //eweb 91.stud.tokushima-u.ac.jp/Por-
tal/Public/Syllabus/Print.aspx?lct_year=2016
&lct_cd=1037417&je_cd=1

2国際経済学Ⅰ

https : //www.kyoumu.jimu.yamaguchi-u.ac.jp
/Portal/Public/Syllabus/DetailMain.aspx2貿易論

山口大学
https : //www.kyoumu.jimu.yamaguchi-u.ac.jp
/portal/public/syllabus/DetailMain.aspx2国際経済学

https : //momiji. hiroshima -u. ac. jp/syllabus/
2016_070101_G 6162211.html2国際経済学３

広島大学
https : //momiji. hiroshima -u. ac. jp/syllabus/
2016_070101_G 6037111.html2国際経済学１

https : //gs.okayama-u.ac.jp/ex/index.html2国際経済学２
岡山大学

https : //gs.okayama-u.ac.jp/ex/index.html2国際経済学１

http : //gakumuweb 1.jn.shimane-u.ac.jp/sylla-
bus/2国際経済論Ⅰ島根大学

－鳥取大学

＜中国・四国地区＞

http : //syllabus.center.wakayama-u.ac.jp/ext_
syllabus / syllabusReferenceContentsInit. do ;
jsessionid=tZ 9 t 1 i 6 RO+9 dSnfet+bZhFaQ.
kmap 1?subjectId=164400070541&formatCode
=1&rowIndex=0&jikanwariSchoolYear=

2国際経済学Ⅰ和歌山大学

https : //syllabus.kobe-u.ac.jp/kobe_syllabus/
2016/05/data/2016_1 E 377.html2国際貿易論

神戸大学
https : //syllabus.kobe-u.ac.jp/kobe_syllabus/
2016/05/data/2016_1 E 353.html2国際経済学
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https : //masu.jim.u-ryukyu.ac.jp/webkyoumu
/ goKensakuKekkaSyousai ! kensakuSyo-
saiMethod?beanNo=0

2国際経済学琉球大学

http : //sb 04.kuas.kagoshima-u.ac.jp/ac_sylla-
bus/syl_pdf.php4国際貿易投資論

鹿児島大学
http : //sb 04.kuas.kagoshima-u.ac.jp/ac_sylla-
bus/syl_pdf.php4国際経済システム論

－宮崎大学

http : //www.ec.oita-u.ac.jp/gakumu/gakubu/
syllabus/02.pdf2国際貿易論大分大学

（注）１．長崎大学は含めていない。
２．アクセス日：2016年６月21日

（附録２）「国際経済法」関係授業シラバスの参照先URL一覧

https : //campus.ehime-u.ac.jp/Portal/Public/
Syllabus/Print.aspx?2国際経済法愛媛大学

https : //success.shiga-u.ac.jp/Portal/Public/
Syllabus/Print.aspx?lct_year=2016&lct_cd=
2376337001

2国際経済法滋賀大学

http : //syllabus.niigata-u.ac.jp/syllabus 2/syl-
labusReferenceContentsInit. do ; jsessionid =
439 A 8 D 6876 AAEBB 4 D 06 E 9964354 AE
06 F. kmap 2 ? subjectID= 201600115102& for-
matCode = 1 & rowIndex = 0 & jikan-
wariSchoolYear=2016

2国際経済法新潟大学

https : //kdb.tsukuba.ac.jp/1国際経済法筑波大学

http : //www.otaru-uc.ac.jp/hkyomu 1/kyomu
_site/syllabus 2016/01/01_1400330_ja_JP.html
#tabs-3

2国際経済法小樽商科大学

授業シラバスの URL
単
位
数

科目名大学名

（注）１．法学部の開講科目を除く。
２．長崎大学は含めていない。
３．アクセス日：2016年７月24日
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